
当団体は、「ホワイト物流」推進運動の趣旨に賛同し、業界として以下のように取り組むことを宣言します。 最終更新：

№

1 Ａ ①

2 Ｂ ②

3 Ｃ ②

4 Ｄ ②

5 Ｅ ②

6 Ｆ ①

分類番号 取組項目

熊本県 分類不能の産業公益社団法人熊本県トラック協会 下川公一郎

（取組方針）
・会員企業の事業活動に必要な物流の持続的・安定的な確保を業界の課題として認識し、生産性の高い物流と働き方改革の実現に向け、取引先や物流事業者等の関係者との相互理解と協力のもとで、会員
企業の物流改善に向けた取り組みが進展するよう、業界として支援します。

（法令遵守への配慮）
・法令違反が生じる恐れがある場合の契約内容や運送内容の見直しに適切に対応するなど、会員企業と取引先の物流事業者が労働関係法令・貨物自動車運送事業関係法令を遵守するよう、業界として必要
な啓蒙活動を行います。

（契約内容の明確化・遵守）
・会員企業に対して運送及び荷役、検品等の運送以外の役務に関する契約内容を明確化するよう業界として呼びかけるとともに、取引先や物流事業者等の関係者の協力を得つつ、業界としてその遵守に努め
ます。

※上記趣旨に賛同するとともに、業界として会員企業に推奨する取組項目
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https://kuma-ta.com/

台風・大雨・大雪など、天候の乱れ自然災害などが予め予想される場合は、当協会の会員事業者に対して「異常気象に対
する安全措置」を記載した文章をＦＡＸ送信ですることで安全運行が可能な体制づくりを促進する。

引越時期の分散に向けた広報記事の作成及び当協会ホームページで積極的な情報発信を行う。

高校生や任期付き自衛官に向けた「物流就職講話」の実施や企業合同説明会などの開催等で、ドライバー等の人材を確
保するための積極的な取り組みを行う。

「トラック運送業」は、国民生活のライフラインであり、新型コロナウイルス感染症が蔓延する中においても「エッセンシャル
ワーカー」として動き続けました。また、豪雨災害・地震等による緊急物資輸送も担っており必要な時に必要な物が届くの
は、懸命に動き続けているトラックがあるからです。当協会においては、トラックドライバーの労働環境の改善や労働時間の
短縮など各種の問題を解消すべく、関係機関と連携強化を行い問題解消に取り組んで参ります。

運賃と料金の別建て契約

PR欄

働き方改革等に取り組む
物流事業者の積極的活用

「２０２４年問題」、「改正改善基準告示」などに関するセミナー等を開催し、トラックドライバーの時間外労働の減少や荷主側
からの無理な運行を強いられないような環境づくりを行っていく。

物流の改善提案と協力

異常気象時等の運行の中止・中断
等

引越時期の分散への協力

労働力確保に向けた取組み

「ホワイト物流」推進運動

持続可能な物流の実現に向けた自主行動宣言

団体名 氏名 所在地 主たる事業役職 ホームページ

会長

取組内容

「取引環境・長時間労働の改善に向けたガイドライン」の普及に向けたセミナー等の開催及び関係機関と連携して地方協議
会を開催し労働時間等の改善に向けた取り組みを行う。

改正貨物運送事業法により告示された「標準的な運賃」の届出の提出を促すとともに、当協会の会員事業者における届出
数の把握を行い届出率100％を支援する。


